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三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
八
號

五

(

六
ニ
六

)

改
善
は
期
待
出
来
、
切
下
國
の
生
活
水
準
引
下
の
壓
カ
を
減
ず
る
。
反
對
に
大 

き
い
も

の

と

す
れ
ば
、そ
の

壓
力
は
更
に
加
重
さ
れ
る
結
果
を
生
ず
る
。か
く
し 

て
そ

の

殳
肖

か

ら

、

「

ホ
_
を
不
安
定
な
ら
し

め

る

に
充
分
な
ほ

ど
彈
カ
性
が 

小
さ
い

こ

と

が
、
爲
替
相
場
を
調
整
す
る
.と
と

に
よ
り
貿
^
收
支
を
改
善
せ
ん 

.と

す

る

國
の
f

好
ま
し
い
條
件
で
あ

る」

と

い

う

結
論
が
引
出
さ
れ
る
.の
'で
•

あ

る

。

こ
れ
は
ま

さ

に

爲
替
安
定
性
理
論
と
マ
！

シ
■ャ
ル

-
^
エ
ジ
ヮ

ー

ス
以

來
の
交
易
條
件
論
の
結
合
を
表
示
す
る
も
の
に
：ほ
か
.な
ら
な
い
。
こ
れ
と
共
に 

厚
生
分
析
と
い
う
^
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
はA

l
e
x
a
n
d
e
r

CQ
一de

v
a
l
u
a

丨
 

ci
-
i
o
n

 versuw 

j 
日
P
O
H
什 B

e
w
t
r
i
c
t
i
o
n

{o
w 

i
 In

s
t
r
u
m
e
n
t

 

for 

I
m
p
r
o
v
i
n
g

 Foreign 

T
r{»
d
e walanee, L

M
.
F
.

 

s
tta
^paders, 

vol. I. No. 3, Apr. 1
9
5
1
.

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
厚
生
費
用
と
い
う
概
念
が 

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こU

で
は
生
活
水
準
と
い
う
よ
う
に
厚
生
分
析
の
覦
點 

を
擴
張
し
て
い
る
こ
と
が
め
だ
つ
。
そ
れ
だ
け
に
む
し
ろ
こ
れ
に
重
き
が
お
か 

れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

. 

(

白

石

者

)

印南博吉著『

生命保險論

0=,

わ
が
國
に
お
け
る
生
命
保
險(Life Insurance, 

Lelbensversiche- 

3

S

の
理
論
の
硏
究
は
、
損
害
保
險

.

(property Insurance, ISTon

丨 

life 

Insurance, 

schadensversicherung
)

す
な
わ
ち
火
災
保
險 

(Fire 

JJXSaHance,

句euerversicilerung
)

や
海

上

保

險(marine

Insurance,

'
 seeversicherung

)

の
そ
れ
と
較
べ
て
確
か
に
遲
れ
て
お 

り
、
そ
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
生
命
保
險
の
著
書
と
云
え
ば
そ
の
多
く
は
經
營 

論
、
財
務
論
、
保
險
數
學
、
約
款

.法
律
論
に
屬
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
經
濟 

制
度
、
社
鲁
施
設
と
し
て
の
生
命
保
險
の
原
理
.
理
論
の
硏
究
書
は
極
め
て
少 

數
で
あ
る
。
戰
前
で
は
石
川
文
吾
氏T

生
命
保
險J 

(

大
玛
十
四
年)

、
龜

FE
I
鹽 

治
朗
氏

--
.生
命
保
險
論」

(

昭
和
九
年)

、
未
高
信
氏「

生
命
保
險
論」

(

昭
和 

十
二
年

)

お
よ
び
ソ
ロ
モ
ン

•
エ
ス

.
ヒ
ェ
ブ
ナ
ー
著
、
下
村
重
美
氏
譯「

生 

命
保
險
經
濟
學」

(

昭
和
三
^) 

S
O
&
S
O
M
W
.

 S
t
e
p
h
e
n

 H
u
e
b
n
e
r
,

 

p
r
 

M
W
.

; 

T
h
e

 

Econoniics 
0

£
 

Insurance, 

copyright, 

b
y

 

o
. Ap

p
l
e
t
Q
n

 a
n
d
o
o
m
p
a
n
y
w
、

同
じ
く
ヒ
ュ
ブ
ナ
I
の
諸
論
文
で 

日
本
生
命
.資
料
調
蜜
課
編
譯「

ヒ
ユ
I
ブ
ナ
ァ
傅
士
生
命
保
險
經
濟
論
稿」

と 

ジ
工
•

ビ

，
マ
ク
リ
ン

著
、
本
城
俊
明
氏
譯

.

「

生
命
保
險
の
原
理」

(

昭
和
十 

七
年)

(

J

s

o

ptr
-

w
. JMaelLean, Life J

tJs
u
r
a
n
c
®
J
S
F
e
w

 

York, 

1939.,)

等
が
そ
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
り
、
戰
後
は
マ
ク
リ
ン
の
第
七
版
に
よ 

る
改

譯(

昭

和
.

一
十
一
年)

と
、
メ
ー
ァ
と
オ
ス
ラ
ァ
の
共
著
、
本
城
俊
明
氏
譯 

(

昭
和
三
十
年)

(IVEOdern Life 

JtJ
g
^
^
y
o

®
げ 

Y
w
o
^
e
r

ct
-I. Mehr,

<& HolDert w
.
o
s
l
e
r
.

 

T
i
l
©
M
a
c
m
i
l
l
a
n

 C
o
m
p
a
n
y
,

 N
e
w

 Yorlc.. 

1949.) 、

そ
れ
に
本
書
で
あ
る
。
し
か
も
前
の
ニ
書
は
飜
譯
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ 

る
か
ら
、
戰
後
の
生
命
保
險
理
論
の
著
書
は
本
書
の
み
と
一K

え
る

の

で

あ

る

。
 

本
書
を
學
ぶ
に
際
し
先
ず
こ
の
勸
は
明
記
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
四
章
、
三
論
說
お
よ
び
三
資
料
よ
り
成
る
。

「

第

一

章

生 

命
保
險
の
性
質」

(

一
ー
ニ
〇
頁)

の
補
充
と
し
て
保
險
.

r

般
に
.關
す
る
す
ぐ
れ 

た
見
解
で
あ
るf

ゥ
ユ
ッ
デ
ィ

.ゲ
ン
の
保
險
概
念」

を

「

論
説
そ
の
一」

(

八
五 

丨
ー
ニ 
ニ
頁)
に
掲
げ
、「

罾
四
章
生
命
保
險
の
數
理」

(

六
三
丨
八
四
頁)

の
理
解
に
資
す
る
た
め
に
は
保
險
料
の
葬
定
に
關
す
る
論
-
の
.一
端
.で
あ
；る 

「

確
定
日
拂
生
命
保
險
の
問
題」

を
同
じ
く「

論
説
そ
の
ニ」(

一
二
三
丨
.一
三 

八
頁)

に
收
錄
し
、
さ
ら
に
藩
渚
が
第
五
章
に
と
豫
定
し
て
執
筆
し
え
な
か 

っ
たT

生
命
保
險
の
經
營」

.の
一
部
に
代
る
も
の
と
し
て「

論
説
そ
の
三
生
命 

保
險
の
事
業
費
に
就
い
て
.1
_
ハ
ー

三
九

丄

竺

S

)

、

「

資
料
そ
の
ニ
生
命
保 

險
會
社
の
事
務
組
織」

(

一
五
九
丨
ー
六
五
頁)

お
よ
び「

資
料
そ
の
三
新
契
約 

'申
込
書
摩
i

統」
(

一
六
六
1
一
六
八
頁

)

が
_
入
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他 

「

第
二
章
，生
命
保
險
め

效

用」
(

ニ 
丁

四

九

頁)

、「

第
三
章
生
命
保
險

の
. 

種
類」

(

五
〇
丨
六
ニ
頁)

と
そ
れ
ぞ
れ
硏
究
が
進
め
ら
れ
、「

資
料
そ
の
一」 

(

一
五
四

丨

ー

五
八
頁)

で
は
日
本
經
驗
生
命
表
抜

萃

と

そ
の
計
算
基

數

表
、年 

始
拂
終
身
年
金
規
價
お
よ
沪
同
一
時
拂
保
險
料
等
の
數
表
が
附
，加
せ
ら
れ
て
論 

3e

の
理
解
に
益
し
て
い
る
。
し
か
し
て
少
し
く
保
險
學
の
硏
究
に
携
わ
っ
た
者 

に
と
っ
て
は
本
文
よ
り
は
各
論
説
に
興
味
を
感
ず
る
こ
と
が
多
大
で
あ
ろ
ぅ
。
 

し
か
し
こ
れ
ら
の
論
說
が
本
文
の
理
論
系
列•

體
系
に
溶
入
っ
で
い
な
い
と
耷 

っ
た
印
象
が
無
い
で
は
な
い
。 

.

さ
て
藉
者
は「

生
命
保
險
は
保
險
の
•一
 
種
で
あ

るj

ハ
ー
頁)

^

コ̂
ー
ン 

(Gustav

 C
o
h
n
)
、.

'
エ
ル
ス
タ
丨(L. 

Mister
)
、

ラ

ゥ(K. H.

 R
a
u
)
、 

ゲ
バ
ゥ

ア

ー

(M. G
e
b
a
u
o
r
)

お
よ
び
ゥ

ィ

レ

ッ

ト(

A
_ 

W
. 

Willett) 

な
ど
の
生
命
保
險
否
認
說(verileinungstheorie)

な
る
も
の
あ
り
。〉 

―

ゆ̂
え
に「

生
命
保
險
を
よ
ぐ
理
解
す
る
た
め
に
は
、
保
險
一
般
に
っ
い
て 

正
し
い
理
解
を
必
要
と
す
る」

(

序
一
頁)

と
し
て
第
一
章
、
第1

節

の「

保
險 

の
意
義」

.

(

一
ー
七

K)

と

「

保
險
學
說
と

し

て

入
用
説
を
奉
ず
る
ド
ィ
.ッ

の

諸 

學
者
の
内
、
最
も
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
所
の
、
ヮ
ル
タ
I 

.ゥ
土
ッ
デ
ィ
ゲ
シ 

の
保
險
槪
念」

(

八
五
頁)

を
、
彼
の
論
文r

經
濟
科
學
に
於
け
'る
保
險
概
念」

書
評

.及
、び
紹
介

(

匀

.We
d
d
i
g
e
n
,

 D
e
r

 versicher&gsbegriff der Y7irtschafs 

を
ホ
心
と

し

て

、
そ

の

保
險
入
用
充
足
說e

e
d
a
r
f
s
d
e
c
k

目

gstheorie
)

を 

說
明
し
て
、
も
っ
て
生
命
保
險
め
利
用
目
的
を「

S
己
の
老
後
に
お
け
る
生
活 

費
、
自
己
の
遺
族
の
生
活
費
、
子
供
の
養
育
費
や
學
資
等
の
入
用
を
豫
定
し 

て
、.之
を
充
足
し
よ
ぅ
と
，す
る」

.(

ニ
0
頁〕

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
保
險
入
用 

充
足
說
の
經
介

.主
_
者
と
し
て
の
印
南
氏
の
生
命
保
險
の
著
作
と
し
て
は
極 

め
て
當
然
の
こ
と
で
あ
ろ
ぅ
。

本
書
は
生
命
保
險
の
特
性
を
第
一
章
の
第
二
節(

七
丄
ー
〇
頁)

に
お
い
て 

「

a
保
險
事
件
が
人
の
生
命
に
關
す
る
偶
然
性
で
あ
る
こ
と」

(

七
頁)

、「

b
合 

理
的
計
算
に
立
脚
す
る
こ
と」

(

一
〇
頁〕

、r

e
長
期
奥
約
で
あ
る
こ
と」

(

一
 

一
一
頁)

、
，「

d
金
融
性
の
强
.い
こ
と」

(

一
三
頁)

、「

e
損
害
樹
補
性
の
乏
し
い
こ 

と」
(

一
七
頁)

、「

f
家
計
保
險
で
あ
る
こ

と」
(

一
九

頁)

と
列
擧
し
て
い
る 

が
、
蓋
し
生
命
保
險
の
性
質
を
盡
し
え
て
い
る
と
宕
え
る
。

「

第
二
章
生
命
保
險
の
效
用

」

で
は
、

こ

れ

を

「

家
計
上
の
效
用」

(

ニ
一 

丄

ー

一

七

頁

)

、
•「

事
業
經
營
上
の
效
用J 

(

三
七—

四
ニ
頁)

お
よ
び「

社
會
經
濟 

上
の
效
用」

(

四
ニ—

四
九
頁)

と
三
っ
の
立
場
よ
り
論
じ
、「

第
三
章
生
命
保 

險
の
種
類」

で
は
、
.「

保
險
事
件
に
よ
る
！̂

」
(

五
〇
丨
五
五
頁)

、「

保
險
金 

の
支
拂
に
'よ
る
®

、

」
(

五
五—

五
八
頁)

、「

保
險
料
に
基
く
®

、

J 

(

五
八
丨 

五
九
直)

、
さ
ら
に
被
保
險
者
の
數
や
體
質
、
階
級
な
ど
に
よ
る
分
類(

六
0
丨 

六
ニ
頁)

を

も
示

し

、

そ
の
各

々

に
詳
細
な
說
明
が
施

し

て

あ

つ

て

有
益
で
あ 

る
、。「

第
四
章
生
命
保
險
の
_數
理」

で

は

、

M
保
險
料
の
計
算
を
、
生
存
保
險 

(

年
末
拂
年
金
と
年
首
拂
年
金)

、
死
亡
保
險(

終
身
生
命
保
險
と
定
期
死
亡
保 

險)

お
.よ
び
^
ぎ
保
險
の
各
種
に
っ
い
て
數
多
の
數
式
を
順
を
追
っ
て
列
擧
し

/

.
 

.
五

三

(

六
ニ
七)



三
田
學
會
雜
誌

：

第
四
十
八
卷
第
八
號

て
說
明
し
、
'
 
附
加
保
險
料
の
計
算
で
は
主
と
し
て
新
契
約
費
に
っ
い
て
述
べ
、
 

#
種
準
備
金
の
針
算
で
は
、保
險
料
積
立
金
.の
計
算
の
前
觀
法(

？
^
0
8
5
>

<1
>
<
3
0-
.く
© 

M
e

t
h

o
d

,
 

. pr
o

s
p

e
k

t
l

v
e
g

e
t

h
o

d
e
)
、

後

觀

法

(
R
e
t
r
o
s
p
e
c
t
i
v
e

 

I
V
E
e
t
h
o
d
,

 

r
e

t
r

o
s

p
e

k
t

i
v

e
s

e
t

h
o

d
e

)

と

さ
^ -

に
チ
ル
メ
ル
式

N
i
l
l
—

 

m

e

r

coM
L
e
t
h
o
d
,

 
z

i
l

l
m

e
r

i
s

c
h

e
r

m
e

t
h

o
d

e
)

に
つ
い
て
述
べ
て
あ

り

、 

ま
た
未
經
過
保
險
料
の
計
算
に
も
觸
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
數
式
の
説
明
が 

や
や
簡
單
に
過
ぎ
て
.理
解
の
容
易
を
缺
く
ぅ
ら
み
が
有
る
。

さ
て
第
四
章
と
關
係
あ
り
と
せ
ら
れ
る「

論
說
そ
の
一
一
確
定
日
拂
生
命
保
險 

の
問
題」

で
は
、
確
定
日
拂
生
命
保
險(versicherung 

a
p
f
f f®

s
t
e
m

 

Auszahlungstermin, 

Versicherung 

b
e
s
t
i
m
m
t
e

N
a
- 

wapital

丨 Versiclierung Bi-b Tbestimmter Vertallzeit, L
e
bens- 

versic

tre
r
u
n
g

 

M
d
t
.

HJ
e
s
t
o
m

 

Adszahltermin, 

V
e

-Hsiclaerun

oq 

zu f
e
s
t
e
m

 Terniin

し

を

「

保
險
契
約
者
が
受
益
者(

契
約
者
自
身
が
受 

益
者
た
る
こ
と
も
妨
げ
な
い)

の
爲
め
に
一
定
i

の
確
定
日
拂
生
命
保
險
に 

加
入
し
て
年
々
一
定
額
の
保
險
料
を
拂
込
む
と
き
、
そ
の
期
間
內
に
於
て
契
約
.
 

者
又
は
受
益
者
が
死
亡
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
所
定
の
期
限
が
到
来
す
れ
ば 

豫
め
約
定
.せ
る
通
り
の
金
額
が
支
拂
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
中
途
に
於
て
契 

約
者
が
死
亡
す
る
と
き
は
、
爾
後
保
險
料
の
拂
込
が
免
除
さ
れ
る
の
で
あ
っ 

て
、
保
險
に
特
有
な
偶
然
的
要
素
は
此
點
に
の
み
係
っ
て
存
在
す
る」

(

一
二 

三
i
 
ニ
四
頁)

と
說
明
し
、
こ
の
保
險
に
お
い
て
は
保
險
金
が
豫
め
確
立
さ
れ 

た
期
日
に
必
ず
支
拂
わ

れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
保
險
と
異 

な
っ
て
、
そ
の
支
拂
い
は
い
か
な
る
偶
然
事
實
に
依
っ
て
'%左
右
さ
れ
な
い
。
 

偶
然
事
實
の
發
生
に
因
っ
て
保
險
金
が
支
拂
わ
れ
る
と
云
ぅ
考
え
方
で
は
說
明 

の
っ
か
な
い
、
こ
れ
ら
の
點
を
巡
っ
て「

保
險
學
上
、
保
險
本
質
の
問
題
に
關

五

四

.

(

六
ニ
八)

し
て
は
夙
に
ド
イ
ツ
系
の
1

者
に
依
っ
て
注
意
が
拂
わ
れ
、
論
議
の
中
心
と 

な
つ
た
特
異
の
存
在J 

(

一
 

ニー
一一
 
頁)

と
フ

プ

カ

(
J
o
g
e
f

 

K
u
p
k
a
,

 

D
e
r

 

Begrilf des Versichenmgsvertrags, 

1910.)

の
例
を
引
い
.て
紹
介

し
て
い
る
。

わ
が
國
に
お
い
て
も
小
島
昌
太
郞
氏「

保
險
ト
經
濟」

(

大
正
七
年)

、

「

保 

險
本
質
論」

(

昭
和
三
年)

、
志
田
鉀
太
郞
氏「

我
邦
に
於
け
る
保
險
學
說
と
し 

て
の
財
產
入
用
說
の
現
情」(

昭
和
三
年)(

明
大
商
學
論
叢
第
三
卷
第
五
號)

、近 

藤
文
ニ
氏「

保
險
經
濟
學」

第

二

卷(

昭
和
十
四
年)

と
著
者
の「

入
用
充
足 

說
に
對
す
る
反
對
論
の
吟
味」(

昭
和
八
年

)
(

保
險
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

)

に
お
い
て
、
 

こ
の
特
異
性
に
つ
い
て
論
爭
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
項
は
著
者
と 

近
藤
文
ニ
氏
と
の
間
の
論
爭
の
一
環
で
あ
っ
て
、「

死
亡
確
率
の
問
題」

と「

養
老 

.保
險
と
の
異
同」

に
っ
い
て
近
藤
氏
の
批
判
に
對
す
る
反
批
判
と
著
者
自
ら
の 

見
解
.を
披
瀝
し
た
の
ち
、「

確
定
日
拂
生
命
保
險
を
養
老
保
險
の
一
種
と
解
し
、
 

一
一
っ
の
保
險(

生
存
保
險
と
特
殊
な
死
亡
保
險)

が
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
と 

す
る一

一
分
的
說
明
方
法
は
決
し
て
强
辯
で
も
な
け
れ
ば
、
恣
意
的
な
解
釋
で
も 

な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る」

(

一
三
ニ
頁)

。「『

入
用
充
足
說
は
保
險
の
技
術
に 

對
す
る
觀
察
に
於
て
粗
漏
な
る
の
缺
點
が
あ
る』

と
か
、

『

入
用
充
足
説
に
依 

.っ
て
は
確
定
日
拂
生
命
保
險
は
如
何
に
し
て
も
こ
れ
を
説
明
し
得
な
い』

と
云 

ぅ
が
如
き
批
判
は
當
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る」

(

一
三
ニ
丄
三
三
頁

)

と
斷
じ
て 

い
る
が

、

こ
れ
ら
の
諸
説
は
本
書
に
.お
い
て
特
に
硏
究
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ 

る
。
な
お
入
用
說
と
そ
れ
を
巡
る
論
爭
に
關
係
あ
る
わ
.が
國
の
保
險
學
の
文
献 

.

と
し
て
は
、
上
述
の
も
の
の
他
に
志
田
鉀
太
郞
氏「

保
險
の
基
本
糈
神
を
論
ず」 

(

大
正
十
五
年)

(

明
大
商
學
論
叢
第
一
卷
第
ー
號)

、「

保
險
學

_

_

豸

」

ハ
昭 

和
十
二
年)

、

近
藤
文
ニ
氏

.

「

財
產
入
用
說
に
つ
き
志
田
博
士
の
敎
を
乞
ふ」

(

昭
和
四
年)

C

商
業
及
經
濟
硏
究
第
五
十
三
册)

ハ「

保
險
學
總
論」

(

昭
和
十 

五
年)

、「

保
險
論」

(

昭
和
二
十
三
年)

お
よ
び
著
者
に
よ
る「

確
定
日
拂
生
命 

保

險

：冉

論

」
(

昭
和
十
五
年)

(

明
大
商
學
論
叢
第
三
十
八
卷
第
六
•號)

、「

保
險 

經
營
經
濟
學」

C ：

昭
和
十
六
年)

、「

保
險
經
濟J 

(

昭
和
二
十
九
年)

が
擧
げ
る 

こ
と
が
で
き
る
。

著
者
は
さ
き
に「

保
險
經
營
經
®

」
(

昭
和
十
六
年)

な
る
^
*
に
お
い 

て
、
.保
險
の
經
營
に
關
す
る
卓
越
せ
る
硏
究
を
示
し
て
い
る
が
、
本
書
に
.お
い 

て

も「

論
說
そ
の
三」

で
は「

會
社
自
體
の
利
潤
と
の
關
係
に
於
て」(

1

三
九 

S
 

.
と

「

加
入
渚
の
利
益
と
の
關
係
に
於
て」

(

一
三
九
頁)

の
二
重
の
意
味
に 

お
い
て
重
^
性
を
有
す
る
生
命
保
險
#
}a
f

c

の
事
業
費
に
つ
い
て
論
述
し
て
，
い 

る
。
す
な
わ
ち
最
近
の
坐
命
保
險
業
與
の
淘
汰
作
用
の
深
刻
化
！

競
爭
の
激 

化
は
各
生
命
保
險
會
社
を
し
て「

そ
の
爾
抗
力
を
增
大
す
る
‘一
つ

.
の

手

段

と

し
 

て
、
事
^

の̂
1

、
そ
の
合
理
化
を
圖
ら
ね
ば
な
ら
ぬ」
(

一
四
一
頁)

よ
う 

に
仕
向
け
た
が
、

「

内
勤
事
務
の
合
理
化
は
、
大
量
執
務
の
關
係
上
旣
に
可
也 

の
程
度
に
行
わ
れ
.て
お
り
、
從
つ
て
よ
り
一
層
の
合
理
化
を
行
う
餘
地
は
著
し 

く
大
で
な
く
、
節
約
額
も
亦
多
額
な
る
こ
と
を
見
込
む
の
は
罔
難
で
あ
る」

(

一
 

四
一
頁)

。
こ
れ
に
反
し
て「

外
勤
事
務
に
關
す
る
費
用
は
、
確
實
な
計
算
が 

目
な
る
こ
と
と
變
励
の
_
園
が
大
き
い
こ
と
と
の
爲
極
め
て
不
定
で
あ
り
、
 

從
つ
て
又
之
を
合
理
化
し
、
切
詰
め
得
る
餘
地
も
大
い
に
存
す
る
よ
う
に
考
え 

ら
れ
る」

(
一

四
一
.頁〕

が
、
こ
の
こ
.と
は
新
契
約
の
.獲
得
の
た
め
の
新
契
約
費 

增
加
の
傾
向
と
矛
盾
し
、
.ま
た

經
營
規
模
の
大
小
に
も
影
響
さ
れ
て

、
結
局「

外 

馨

響

の

翼

が

單

純

に

霞

さ

れ

得

な

い

こ

と

は

明

ら

か」
(

一
四
一
頁)

に
し
て
：
こ
の

問
題
が4

^

の
硏
究
に

待
つ
こ

と

多
大
で
あ

る

と

指
摘
し
、
こ 

こ

に
參
考
と

し

て

殊
に
•實
際
的
資
料
を
基
礎
_と

し

た

デ

ン

マ

.
ル
.

ク
お
よ
♦ひ
ス
牛

書
.

評
及
び
轺
介

.
 

•

丨
デ

“
國
の
生
命
保
險
會
社
の
事
業
費
に
關
す
る
硏
究「

生
命
保
險
に
於
け
る 

事
業
費
が
經
營
の
大
小
に
依
存
す
る
問
題
に
つ
い
て」
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の
譯
文
を
揭
示
し
て
い
る
が
、
著 

者
自
身
も
本
論
文
が
資
料
的
數
字
に
不
十
分
で
あ
り
' 
推
論
方
法
が
杜
撰
で
あ 

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
 

、

さ
て
本
書
で
は
、上
述
の
ご
と
き
本
文
と
そ
の
補
充
的
部
分
で
あ
る
論
說(

そ 

の 
一
I

「

損
害
保
險
硏
究

」

第
六
卷
第

1

號
所
載
、
そ
の
ニ
I

「

一
橋
論
叢」 

第
四
卷
第
一
號
所
載
、
そ
の
三
丨「

保
險
評
論」

第
二
十
六
卷
第
九
號
所
載) 

お
ょ
び
資
料
が
分
量
的
に
相
半
ば
し
、
し
か
も
そ
の
論
說
中
に
は
相
當
頁
數
の 

ニ
つ
.，の
譯
文
が
含
ま
れ
て
い
て
、
從
つ
て
本
書
は
生
命
保
險
理
論
の
綜
合

.統 

.
 
一
•體
系
的
な
書
物
と
は
認
め
難
く
、
む
し
ろ
著
者
の
構
想
す
る
生
命
保
險
學 

.

(

傍
點
丨
筆
者)

の
素
描
ま
た
は
そ
の
素
材
の
提
一
ボ
と
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
.
 

し
本
書
の
隨
處
に
生
命
保
險
に
關
す
る
著
者
の
長
年
月
に
亙
る
深
い
研
究
成
果 

が
織
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
生
命
保
險
を
學
ば
ん
と
す
る
者
に
と
つ
て 

是
非
ー
讀
さ
れ
ん
こ
と
が
望
ま
れ
る
。(

著
者
印
南
傅
吉
氏

.明
治
大
學
教
授
、
.
 

A
5
版
、

一
六
八
頁
？
昭
和
廿
九
年
一
月
十
日
、
三
和
嘗
房
、
ニ
ニ
〇
圓)

(

庭
田

.
範
秋)

五

五

(

六
ニ
九)


